
ＪＲ東海労ニュース
宇宙機構法「平和目的限定」削除の危機
宇宙への軍事展開反対！
新聞報道によると、政府の宇宙開発戦略本部は、宇宙航空研

究開発機構（宇宙機構法）の「平和目的に限る」規定を削除し、

「防衛利用」を可能とする法改正を行う方針を固めたと伝えま

した。これにより、宇宙の軍事利用が拡大し、戦争への危機が

ますます懸念されます。

そもそも、戦争の歴史は「防衛」という美名の繰り返しで、

それに多くの国民がだまされ、戦争の犠牲になったのです。

注目すべき点は、同法の専門調査会にＪＲ東海葛西会長が座

長を努めていることです。リニアのみならず、原発、軍事戦略、

日米同盟までも首を突っ込んでいます。葛西会長の思想が、全

てこれらに反映されるのです。武器輸出三原則撤廃や米国での

核実験もこれと決して無関係ではありません。日本を核軍事戦

略へと突き

進めさせよ

うと企てて

いる人物の

中に葛西会

長がいるの

です。
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